































Cemeterial Structures of the Early Yayoi Period in Sanin Region：















も提出した。その後 2005 年になって，堀部第 1遺跡および島根県松江市古浦遺跡の報告書が刊行








































































15・16・17・19・20・21・22・23・24・25・26・27・28・30・56・57 の 20 基から構成されている（図
2・表 1）。これらの配石墓群の時期について考えてみると，堀部第 1遺跡の各配石墓に伴う土器には，
口縁部下に段を有するものが多く（図 3），基本的には出雲編年のⅠ－ 2期を中心とするものと考え






赤澤が指摘するように 4号墓と 16 号墓，19 号墓と 20 号墓，3 号墓と 56 号墓，そして 27 号墓と
28 号墓は位置的にも隣り合い，あたかも 2基一対であるかのような位置関係を呈している。しか
しこの他にも，位置的には両者は並列しないものの，1号墓と2号墓についても上部配石のあり方や，
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表1　堀部第1遺跡西区における墓一覧
内法の規模である。これを見ると確かに 1.2 ｍ× 0.4 ｍ以下のものと，それ以上の規模をもつもの
の間には差があると思われる。また，西区 28 号墓に残存した人骨下肢の出土状況からみて，各遺
体の埋葬姿勢は膝をゆるく曲げた，筆者の分類の c1 ～ c3 の間にあったものと想定でき，上述した
見解は，縄文時代の土壙の規模と年齢段階を検討した筆者の研究成果と照らし合わせても、小児期






それに並列して 17 号墓が，19・20 号墓にはやや形を乱しながらも 22・23・57 号墓が並置されて
















1 配石 2.5 × 1.5 木棺 1.5 × 0.5 土器 1 大人 2号墓とペア？
2 配石 3.3 × 1.2 木棺 2.3 × 0.6 土器 1・石鏃 14・管玉 4 大人 1号墓とペア？
3 配石 1.8 × 0.8 木棺 1.6 × 0.5 土器 1・石鏃 1 大人 56 号墓とペア？
4 配石 1.7 × 0.9 木棺  1.3 × 0.45 土器 1・石鍬 1・エゴノキの実 大人 16 号墓とペア？
15 土器棺 子供
16 配石 1.5 × 1.0 木棺 1.55 × 0.45 土器 2・玉髄 1・泥岩 1 大人（青～壮年期）
人骨から推定
4号墓とペア？
17 配石 1.5 × 1.3 木棺 1.1 × 0.4 土器 2 子供
19 配石 1.7 × 0.6 木棺 1.3 × 0.5 土器 1 大人 20 号墓とペア？
20 配石 不明 木棺 1.5 × 0.5 土器 2 大人 19 号墓とペア？
21 配石 2.5 × 1.2 木棺  1.1 × 0.35 土器 1・竪櫛 1 子供
22 配石 1.5 × 0.6 木棺  1.1 × 0.35 石鍬 1 子供
23 木棺  0.8 × 0.35 石錘 1・石器 1 子供
24 配石 1.3 × 0.8 木棺 0.8 × 0.4 子供
25 土壙 0.7 × 0.6 子供
26 配石 0.7 × 0.4 土壙 1.5 × 0.6 土器 2 大人
27 配石 不明× 0.7 木棺 不明× 0.35 土器 1・石鏃 1 大人 試掘により一部破壊される
28 配石 不明× 0.9 木棺 不明× 0.4   土器 2・石鏃 1 大人 出土人骨から大人と想定
30 木棺  0.7 × 0.25 石鍬 1 子供
56 木棺 1.5 × 0.6 土器 1・竪櫛 1 大人 3号墓とペア？

















東区は，5号墓から 14 号墓までの 10 基から構成されている（図 5・表 2）。各墓から出土した土
器群の内容は西区と同様であり，Ⅰ－ 2期を主体とする墓群であると考えられる。この区において
も，その規模からみて 2基一対の構造をとると思われる事例が存在する。それは 5号墓と 6号墓で










これら 5・6号墓に沿う形で，7～ 14号墓および 29号墓が配置されている。中でも 8号墓と 9号墓，
および 10 号墓と 11 号墓などは，位置的にも 2基一対という配置に置かれており，西区において抽




































ある。これをみると，北側に位置する 33 号墓と 34 号墓は規模的にも 2基一対となりそうである。
これに対し，その南側に位置する 32・38・39・40・41 号墓の 5基は長軸方向を揃えて東西に展開
している。さらにその南側では配石墓が，上部配石を斬り合うかたちで密集している。しかしなが
ら大型の礫を中央部に複数配置するという構造からみて，44 号墓と 45 号墓はペアをなし，また，
50 号墓と 31 号墓は両者ともに 44 号墓に上部配石が切られる一方で，両者の規模が類似する点か
らみて，これもペアを形成すると思われる。したがって，北東区においても 2基一対の構造は存在
しているとみてよいであろう。その場合，上部配石の規模からみて子供の埋葬例と想定される 36・
37・46・47 号墓などは，31・50 号墓のペアに付随するものと考えることができよう。同様に 53・





















5 配石 3.2 × 2.4 木棺 1.6 × 0.6 土器 4，土笛 1，コメ，石鏃 1 大人 高さ 1ｍ以上の配石松菊里系土器？
6 配石 3.1 × 2.1 木棺 1.6 × 0.5 土器 3 大人 5号墓とペア？
7 配石 2.4 × 1.4 木棺 1.7 × 0.5 土器 2 大人
8 配石 1.4 × 1.0 木棺 1.1 × 0.6 土器？ 子供
9 配石 1.9 × 0.9 木棺 1.3 × 0.5 大人
10 配石 1.4 × 0.8 木棺 1.4 × 0.5 大人
11 配石 1.6 × 1.0 木棺 1.3 × 0.5 土器 1 大人
12 配石 0.8 × 0.8 木棺 0.5 × 0.4 子供
13 配石 1.2 × 0.8 木棺 1.0 × 0.4 土器？ 子供
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～ 16 次調査区がこれにあたる （図 7・
表 3）。
（2）西地区における墓群構造






































群の間，および 13 次調査出土の 1300 番台の人骨群と 14 次調査出土の 1400 番台の人骨群の間に，
若干の空白地帯が存在することがわかるだろう。このことは，列状配置内に何らかの分節構造が存
在することを示唆する。仮にこれらをＡ群（701・702・704・713 号人骨），Ｂ群（805 ～ 809・1301 ～






。また，Ｂ群は大人の男性 3（808・806B・1301 号），女性 4（805・806A・809・






人骨番号 性別 年齢 伴出遺物 抜歯の有無 抜歯系列 備考
701 男性 壮年 上顎左右側切歯犬歯・下顎左右第 2小臼歯 Ｃ（IC）
702 男性 熟年 不明 不明
704 女性 壮年 あるが未公表 不明
713 男性 壮年 あるが未公表 不明
801 男性 壮年 不明 不明
802 女性 成人 不明 不明
805 女性 熟年 上顎左犬歯 Ｃ
806A 女性 壮年 不明 不明 806ABは合葬
806B 男性 熟年 不明 不明 806ABは合葬
807 不明 幼児
808 男性 熟年 上顎左右側切歯 Ｉ
809 女性 熟年 上顎左右側切歯 Ｉ
1・2号集骨 男性 熟年 不明 不明
1301 男性 不明 不明 不明
1302 不明 幼児 土器
1303 不明 幼児 土器
1304 不明 幼児
1305 女性 壮年 貝輪 なし Ｏ
1401 不明 小児
1404 不明 乳児
1405 男性 熟年 上下顎左右側切歯 Ｉ
1406 男性 熟年 上顎左右犬歯 Ｃ
1407 不明 乳児
1601 女性 熟年 土器 下顎左右第 1切歯？ ？
1602 不明 幼児
1604 女性 壮年 バカガイ貝殻 上顎左右犬歯 Ｃ
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これらの墓のうち注目しておきたいのは，701 号墓と 702 号墓，そして 1405 号墓と 1406 号墓
がほぼ土壙を切りあうかのように接しており，また 808 号墓と 809 号墓が近接するなど，あたか
も 2基一対となっているかのような状況が存在することである［山田編 1998：33］。これに加えて，

















の後 1954 年には再び山本清によって人骨が調査され，1956 年には当時鳥取大学医学部に赴任して
いた小片保によって本格的な発掘調査が行われた。この調査では，古墳時代の人骨が出土したらし
い。
1961 年から 1964 年には，金関丈夫が都合 4回にわたる発掘調査を行い，合計で 70 体を超える
人骨が出土した［藤田・赤澤編 2005］。しかしながら，遺体が埋葬されていた土壙のプランなどは確
認されておらず，埋葬施設そのものについての検討を行うことはできない。
















段階 性別 装身具・副葬品 抜歯の有無 抜歯系列 備考
2 号 配石 小児期 不明 ハイガイ製腕飾右 6・左 8 不明 不明 埋葬地点が離れる
3号 なし 乳児期 不明 なし 不明 不明 埋葬地点が離れる
21 号 なし 幼児期 不明 碧玉製管玉 2（耳飾？） 不明 不明 4-5歳　前頭部右に青斑
22 号 なし 熟年期 女性 なし 上顎左犬歯，下顎左右第1・2切歯・犬歯 C 4I2C型抜歯
23 号 なし 乳児期 不明 ハイガイ製腕飾左 4 不明 不明 1歳
24 号 なし 幼児期 不明 ハイガイ製腕飾左 6 不明 不明 2歳
25 号 配石？ 乳児期 不明 なし 不明 不明 人骨集積
26 号 配石 壮年期 女性 なし 上顎左右犬歯・下顎左右犬歯 不明 2C型抜歯
28 号 配石 乳児期 不明 ハイガイ製腕飾右 5・貝小玉 2396 不明 不明 1歳




不明 不明 2-3 歳
30 号 なし 小児期 不明 貝小玉？ 2 不明 不明 8-9 歳　骨病変あり
31 号 なし 幼児期 不明 貝小玉 198（左足飾の可能性あり） 不明 不明 2-3 歳
32 号 なし 幼児期 不明 ハイガイ製腕飾左 5・貝小玉 29 不明 不明
4-5 歳　30 号と同様の
骨病変
33 号 なし 幼児期 不明 なし 不明 不明 3歳
34 号 なし 乳児期 不明 貝小玉 36 不明 不明 2歳
35 号 配石 熟年期 女性 碧玉製管玉 2（耳飾？） 上顎左右犬歯 C
36 号 なし 壮年期 女性 なし 上顎左右犬歯 C
37 号 配石 幼児期 不明 巻貝供献？ 不明 不明 4歳
38 号 なし 乳児期 不明 なし 不明 不明 1歳未満
41 号 なし 小児期 不明 なし 不明 不明 12 歳くらい
42 号 配石 壮年期 女性 小壷供献 1 上顎左右犬歯・左第 2切歯 C（IC） 弥生中期？
43 号 なし 乳児期 不明 なし 不明 不明 生後五ヶ月
44 号 なし 熟年期 男性 碧玉製管玉 1？ 不明 不明
45 号 なし 壮年期 女性 なし 不明 不明 前期以降か？
46 号 なし 乳児期 不明 なし 不明 不明 44 号と合葬か？
47 号 なし 熟年期 男性？ なし 上顎右犬歯（左破損） Ｃ
49 号 配石 熟年期 男性 ヒスイ製勾玉 1・碧玉製管玉 7（首飾） 上顎左右犬歯 Ｃ
60 号 なし 老年期 女性 なし 不明 不明 前頭部に青斑
61 号 配石 壮年期 女性 ハマグリ 1 上顎左右犬歯・下顎左右犬歯 Ｃ 2C型抜歯
64 号 なし 成人 不明 なし 不明 不明
65 号 なし 小児期 不明 碧玉製管玉・サヌカイト製石鏃 不明 不明
70号と合葬か？ 10歳く
らい
66 号 配石 熟年期 男性 打製石斧 2・土器 3 上顎右犬歯 Ｃ 中期中葉
67 号 なし 熟年期 男性 なし 不明 不明 68 号と一部重複
68 号 配石 熟年期 男性 なし 上顎左右犬歯 Ｃ 67 号と重複
69 号 なし 壮年期 不明 なし 不明 不明 散乱骨
70 号 なし 熟年期 男性？ なし 不明 不明 65 号と合葬か？
71 号 なし 熟年期 女性 なし 上顎左右犬歯 Ｃ
72 号 なし 熟年期 男性 なし 上顎左右犬歯 Ｃ
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歳未満とされる 38 号人骨と 43 号人骨には装身具は伴わない。また，12 歳頃とされる 41 号にも装










内 1964：145，春成 1974：47-49］。これに加え，古浦遺跡 22 号人骨には 4I2C 型（下顎左右第 1・2 切

















沖丈遺跡は島根県邑智郡美郷町に所在し，江の川右岸の段丘上に位置する。1995 年から 96 年に
かけて邑智町教育委員会によって発掘調査が行なわれ，弥生時代前期の配石墓群が検出された［牧
田編 2001］。配石墓は 2群検出されており，それぞれＡ群，Ｂ群と呼称されている。
Ａ群は，1号から 12 号までの 12 基の配石墓から構成される。配石の下部には楕円形，もしくは
円形の土壙が存在し，内から管玉が出土したものが 4基ある（図 9，表 5）。一方のＢ群はＡ群の北








図 9はＡ群における 1号から 12 号配石墓の位置関係である。一見して，塊状配置構造であるこ
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表5　沖丈遺跡において検出された配石墓一覧
の底面が平坦であったりしたことから，下部構造として木棺が存在した可能性があるという［牧田










墓群 番号 土壙プラン 土壙規模（ｍ） 副葬品等 備考
A 1 号 隅丸方形 2.3 × 1.3 管玉 36 点
A 2 号 楕円形 2.4 × 1.5 管玉 16 点
A 3 号 不整台形 未調査
A 4号 不整楕円形 2.2 × 1.6 土器？ 土壙は二段掘り
A 5号 楕円形 2.0 × 1.5 管玉 16 点 土壙底面が長方形をなす
A 6号 不整楕円形 2.3 × 1.6 管玉 44 点
A 7 号 不整楕円形 1.7 × 1.0
A 8 号 不整長方形 未調査
A 9号 円形 2.0 × 2.0 土器？
A 10 号 不整楕円形 未調査
A 11 号 楕円形 未調査　配石内に石皿
A 12 号 不整楕円形 1.7 × 1.4 配石内に磨製石斧・打製石斧・石皿・凹石・磨石
B 1号 楕円形 1.2 × 0.9
B 2 号 楕円形 1.5 × 0.9
B 3 号 不整楕円形 1.5 × 0.9
B 4 号 未調査
B 5 号 未調査
B 6 号 未調査
B 7 号 未調査
B 8 号 未調査
B 9 号 未調査
B 10 号 未調査
B 11 号 未調査











































































































基一対となるものは 701 号墓と 702 号墓，808 号墓と 809 号墓，1405 号墓と 1406 号墓である。
701・702 号墓および 1405・1406 号墓の組合せには，それぞれ大人の男性が埋葬されていた。し
かし，それぞれの組合せにおける個々の埋葬例をよく吟味してみると，例えば 701 号墓から出土し
た人骨の頭蓋形態は低顔・低眼窩であり，いわゆる縄文系弥生人ないしは在来系弥生人とされてい
るもので，土井ヶ浜遺跡においては東区も含めてこれ 1例のみの出土である。また 1406 号墓から
出土した人骨の埋葬姿勢は俯臥屈葬という極めて特異な事例であり，これも土井ヶ浜遺跡において














堀部第 1遺跡西区の埋葬群の中には，4・16・17 号墓，19・20・22・23・57 号墓，3・56・15・
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Cemeterial Structures of the Early Yayoi Period in Sanin Region： 
Jomon and Yayoi Cultures from the Viewpoint of Burial Systems
YAMADA Yasuhiro
The shift from Jomon period to Yayoi period in the Sanin region has been considered relatively 
smooth but highly dynamic [Yamada 2009: 178-179]. However, detailed examinations on the structure
of cemeteries at early Yayoi sites reveals that despite their foreign appearance, the burial system
in that period actually involved local (Jomon-ish) elements in a complex way. At Horibe I site, for 
example, the foundations of the graves were built in a straight line, which can be regarded as a foreign 
structure since the Jomon burial system did not adopt this arrangement. The site, however, includes
local elements: Inside of the graves, there remain several groups of burial mounds at each of which a 
small family unit was exclusively buried. The graves at Koura site, Shimane Prefecture, also contain
local elements though the site is located on the coast where bones of immigrant Yayoi people have 
been unearthed. Following the Jomon burial system, the site has a classification by age and sex and
building foundations arranged in clusters. Though Horibe I site and Koura site are contemporary 
ruins located close to each other, there is a large dif ference in the cemeterial structure. Their 
comparison shows the complexity of situation at that time. Moreover, the graves at Okijo site among
the mountain appear to be an extension of the Jomon burial system, with building foundations laid in
clusters, but it was revealed to have foreign elements at its understructure. From this invisible part, 
wooden coffins and cylindrical beads have been excavated. Based on the above mentioned points, this
article suggests a revised perspective on the shift process to Yayoi culture in the Sanin region: Despite 
the smooth and dynamic shift in the long term, the burial system of each site contains both local and
foreign elements, which illustrates how the local Jomon people interacted with immigrants and their 
foreign culture.
Key words: Early Yayoi period, Immigrant Yayoi people, Burial system, Line arrangement structure,
Cluster arrangement structure 
